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№56 

 令和元年 7 月号 

一般社団法人 高知県木材協会 

                 

高知市中心街に 

木造建築 近日  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【場所】 

✦ 高知市帯屋町 1-14-20 ﾋﾞﾙ（ST 柳町 1）2F 

 

【連絡先】 

✦（一社）高知県木材協会（TOSAZI センター） 松岡  

☎088-883-6721 FAX 088-884-1697   e-mail: info@k-kenmoku.com 

 

【目的】 

✦ 少子高齢化等により、今後、新設住宅着工数の減少が予想される中、木材需要の維持・拡大のためには、

これまで低位であった非住宅建築物の木造化・木質化を推進することが重要です。 

  このため、市町村等が公共建築物木造化・木質化を推進する際の設計・監理・施工に関する諸々の疑問へ

の対応や県内の川上、川中、川上の各事業体の木材需要のためのマッチングの場としての機能を持つ木造建

築「相談窓口」を開設します 

mailto:info@k-kenmoku.com
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１． ＣＬＴ建築促進事業 

 

 

 

 

 

(注)１ 設計費は、高知県内に整備する非住宅建築物(ただし、１棟当たりの延べ床面積５００ 

㎡以上の公営住宅を含める。）の設計委託に要する経費。 

 

 

   ２ 構造用として用いるＣＬＴの使用量は、延べ床面積１m2当たり概ね0.05m3以上。 

    

 

   ３ 補助対象経費は、国、県のその他の補助事業の対象となっていないもの。 

   

 

   ４ 当該事業により前年度までに補助金の交付決定を受けた建築物は、補助の対象外 

 

とする。 

５ ２０２０年３月１５日までに事業が完了するもの。 

 

 

６ 特段の事情がある場合を除き、県又はＣＬＴ建築推進協議会が実施するＣＬＴ利 

用促進のための普及啓発（見学会及び視察受け入れ、建築積算の分析等）にご協 

力をお願いします。 

事業区分 工種又は区分 補助対象経費 事業主体 

 

補助率等 

ＣＬＴ等を用い

た 

建築物の実証等 

建築物の設計 設 計 費 市町村、公共建築物等における

木材の利用の促進に関する法律

施行令（平成 22 年政令第 203

号）第1条各号に規定する建築

物を整備する者、その他知事が

認める者で、県内に事業所を有

し、原則として県内に法人登記

をしている建築主 

 

２分の１以内 

 

ただし、補助

限度額は１棟

当たり500万

円 

ＣＬＴ建築物 及び 非住宅木造建築物の設計費に対する補助 

（高知県 木材産業振興課） 
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２．非住宅建築物木造化促進事業 

 

(注)１ 設計費は、高知県内に整備する非住宅建築物(公営住宅を含む。）の設計委託に要する 

経費。 

 

２ 対象となる建築物は、耐火建築物、準耐火建築物、延べ床面積が概ね500m2以上の建築物、及び、県

内事業者が県産材を用いて概ね５年以内に構造用として開発した製品を活用する建築物のいずれか

の条件を満たすもの。 

 

３ 高知県産の木材を活用した製材品の使用量は、延べ床面積１㎡当たり概ね0.18m3以上。 

 

４ 補助対象経費は、国、県のその他の補助事業の対象となっていないもの。  

 

５ 当該事業により前年度までに補助金の交付決定を受けた建築物は、補助の対象外とす 

る。 

６ ２０２０年３月１５日までに事業が完了するもの。 

７ 特段の事情がある場合を除き、県が行う建築積算の分析等への成果品の使用にご協力を 

お願いします。 

 

８ 設計図書等には「原則として高知県産材を活用した製材品等」を明記するなど、県産材 

の活用に留意をお願いします。 

 

９ 補助金額の算出に当たって、補助対象経費に補助率等を乗じて算出された金額に 1千円 

未満の端数が生じた場合、端数は切り捨てるものとします。 

事業区分 工種又は区分 補助対象経費 事業主体 

 

補助率等 

非住宅建

築物の整

備 

 

建築物の設計 設 計 費 市町村、公共建築物等における木材の

利用の促進に関する法律施行令（平成

22年政令第 203号）第 1条各号に規定

する建築物を整備するもの、その他知

事が認めるもので、県内に事業所を有

し、原則として県内に法人登記をして

いる建築主 

２分の１以

内 

 

ただし、補

助限度額は

１棟当たり

300万円 

 

 

 

（問い合わせ先） 

  

高知県木材産業振興課（需要拡大担当） 弘瀬、霊山、乃一 

 

〒７８０－０８５０ 

高知県高知市丸ノ内１丁目７－５２ 

Ｔｅｌ ０８８－８２１－４５９３ 
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通常総会 

 

令和元年度 通常総会 

日時：令和元年 5 月 30 日  会場：高知会館 

 

当協会、高知県木材協会（小川康夫会長）の通常総会は、高知県木材産業協同組合連合会、高知県木材産業政

治連盟と同時に行われ、平成 30 年度の事業報告、収支決算及び 31 年度事業計画等を審議、いずれも原案通り承

認された。（会員数は 43 名・改選により役員は一部変更） 

 

30 年度の主な事業は、①木材需要拡大普及啓発事業 ②木材産業振興・支援・調査・指導事業を中心に、 

木材 PR の推進、大消費地への需要拡大、JAS 性能表示木材の流通促進など高知県木材産業（協）連合会とも連

携し、新規開拓などの促進やサポート事業を行った。  

高知県木材産業（協）連合会では 30 年度                         

① （土佐の木販売促進事業）関西、関東、中国地方で消費地相談会や商談会、展示会ほか産地セミナーなどを開

催。（土佐自然素材で家づくり商談会等）土佐材の知名度向上と部材販売の拡大を図る 

② （販売拡大拠点設置事業）大消費地に流通拠点を設置し土佐材外商の推進を図る。拠点数は前年より 1 箇所

増え 25 箇所。販売実績は、ロット約 6,200 ㎥、邸別 16 棟（約 400 ㎥） 

 

（高知県木材産業政治連盟） 

30 年度は 9 月 22 日（土）三翠園ホテルで中谷 元衆議院議員を交え、懇談会で業界の実情説明と意見交換

を行った。今年度も関係者らと調整を図り、政治連盟懇談会を催す予定。 

 

✦本年度は、全国木材産業振興大会が本県で開催される。 

日時：令和元年 11 月 6 日（水） 

会場：高知市文化プラザカルポート 大ホール 

 

 

✦第 2 回もくもくエコランドは 10 月 26 日（土）～27 日（日）、昨年に引き続き高知中央公園で開催予定  
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高知都市木造セミナー 

『高知都市木造 CGを解剖し、高知発の部材開発につなげる』 

中層木造建築物へ県産材を活用していくためには、単なる木材供給だけではなく、オリジナルな都市木造部材

開発が必要となる。 

今回はその実質的なスタートとして、講師の方々との率直な意見交換の場を設け、都市木造の部材開発に向けた

レクチャーを２日連続で行った。レクチャーの後には、設計者と参加者によるグループ意見交換ワークショップ

ほか懇親会で交流を図った。 

 

日時: ７月 11 日（木）・12 日（金） ２日連続  

場所： いの町すこやかセンター 

 

内容 

1 設計レクチャーteam Timberize (小杉、内海、山田、横畠、東、久原、八木) 

2 参加者による意見交換ブレスト（モデレーター：八木、久原） 

 

✦次回の都市木造セミナーは 9 月 12 日（木）（高知会館）で開催予定 

 

JAS 事業等説明会 

「JAS 構造材利用拡大事業、外構部の木質化対策支援事業」説明会を開催 

高知県木材協会・高知県木材産業協同組合連合会 

 

今後、人口減少に伴い住宅分野の木材需要拡大が厳しい状況の中、木造率が低位な非住宅建築物の木造化を推

進し木材需要拡大を図る必要があることから、林野庁では昨年度から「JAS 構造材利用拡大事業」に取り組んで

いる。今年度は、補助対象建築物の範囲を広め、対象となる JAS 製品も大幅に追加され補助制度なども見直され

ている。 

今回、外構部の木質化を支援する「外構部の木質化対策支援事業」も合わせて、以下の日程で開催され、設計・

施工業者、県、市町村の行政担当者、発注者等を対象に会場合計で 80 名以上の方が参加された。 

 

 

 

6 月 11 日（火） 安芸市  安芸市民会館 

6 月 12 日（水） 高知市  ちより街テラス 

6 月 13 日（木） 四万十市 中村地区建設協同組合会館 
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土佐材流通促進協議会・消費地商談会事業 

➊ かがわ家博参加企業との大商談会 

 

日時：令和元年 7 月 8 日(月) 

場所：香川県高松市寿町 高松センタービル 

来客 : 約 100 人 70 社  

 

一般社団法人かがわ家博は香川県内の工務店が合同し、住宅展示場を隔年で開設(2016 年、2018 年、2020 年

予定)するとともに、消費者向けイベントとしてサンメッセ香川において「わくわく家まつり」を毎年開催

(2017 年、2018 年、2019 年 8 月 17・18 日開催予定)している。 

 

 この今年の「わくわく家まつり 2019」に土佐材流通促進協議会として 3 年連続の出展申し込みをしている。

(今年参加の会員は（協）ドライウッド土佐会・田中石灰工業（株）) 

主催者側工務店 15 社との商談会に参加して各企業と面談し、TOSAZAI の品質の高さをアピールするととも

に土佐材パートナー企業の説明を行ってきた。 

「かがわ家博」に加盟する工務店の中には、すでに土佐材パートナー企業登録をしている会社は 4 社ある。

(建築工房ライズ、ビルド、黒石建設、かがわの家ドットコム) 

来年の後半には各社がモデルハウスを 1 棟ずつ建築するので、残りの 11 社にも土佐材パートナー企業に加入

するよう勧めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷  「土佐の自然素材で家づくり」 神戸商談会 

日時 ：令和元年 7 月 11 日(木) 

場所 ：兵庫県神戸市中央区 

神戸市勤労会館 

来客 : 4 社 4 人 

5 年ぶりに神戸で商談会を開催した。 

今回は神戸市近郊で営業する工務店に向けて案内 DM を出したが、事前の申し込みが少なく、急遽、関西地域

のパートナー企業にも声を掛けてみた。最終的には案内ハガキを持参して当日飛び入り来場した工務店なども

いて、全部で 4 社 4 人の来場となった。 
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田中石灰工業（株）が CNF(セルロースナノファイバー)入りの漆喰を新発売した点や、土佐和紙壁紙の製造

工場の(株)モリシカが初めて参加したことなど高知県側企業からアピールする内容も多くあり、各ブースで来

場者との面談もじっくりと行えた。 

新規に来場した工務店のうち 1 社は土佐材パートナー企業への加盟を検討している。 

平成 22 年度から開催している消費地商談会事業もこの会場で 31 回目となった。これまでに行ってきた邸別

販売の新規開拓により土佐材パートナー企業は全国各地で 123 社となり、関西地域は現在 49 社ある。 

今後は県産材の外商促進に向けて実績棟数を増やすことも考えて、既存の土佐材パートナー企業への後追い

営業も必要になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸  インテリアライフスタイルフェア 

日時 ：令和元年 7 月 17 日（水）～19 日(金)            

場所 ： 東京ビッグサイト        

来客 ： 21,494 人(3 日間合計)          

実施主体：高知県産業振興センター        

  

(高知県参加企業)：(株)土佐龍、(有)戸田商行、四万十町森林組合大正集成材工場、   ク

ルミ工房、(株)エコアス馬路村、(株)イータスインザルーム、(株)土佐組子、木工連(ミロクテクノウッド)、山の

くじら舎(西アトリウム単独出展)    

         

促進協議会としては初めてインテリアライフスタイルへの出展となった。 

出展店舗はどこも小規模ではあるが、おしゃれな雰囲気を演出している。今回出展の高知県の木製品は他県に無

い出展品目ばかりで特徴があり、好評だった。 

デパートなどからの展示会出展依頼も複数あり、今後の外商活動にもつながるイベントだった。  
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土佐材流通促進協議会・展示会事業 

➊   令和元年度  東京中央木材市場  第 6 回優良高知土佐材展   

            

日時 ： 令和元年 6 月 19 日(水）    

    13：00～15：30    

場所 ： 千葉県浦安市千鳥 13 番地     

  東京中央木材市場(株)    

浜問屋 : カネイチ大東(株)    

  (株)農林,京南木材(株)    

来客数 : 約 50 人 （参加者 約 70 人）   

     

事業の概要     

東京中央木材市場(株)で第 6 回目となる優良高知土佐材展を開催した。 

昨年の土佐材出品 8 社から今回は 5 社となり、出材積も 50 ㎥ほど減。今回は地震の影響で、新潟や山形からの

得意先も競り市に参加できなかったため、前回より来客数、売上げ等も少し減少している。 

役物平角、桧・柱ともかなり厳しい単価で、桧柱もほぼ杉の価格に近い相場の競りとなった。7 月初めは大き

い記念市もあるため、買い渋り傾向もみられた。来年度は全国の各地域材との差別化を図りながら、出展材日程

調整も含めて土佐材を PR する。 

(事業実績) 出荷量：一般材・役物 約 117.6 ㎥  売上材積：93.48 ㎥ 売上金額 315.7 万円 

❷   Aishin-Hikari ど真ん中祭り 土佐材展 

日時：令和元年 7 月 13 日(土）       

場所：愛知県名古屋市瑞穂区 西垣林業(株)名古屋市場内    

出展  伊藤製材・竹内製材・上村製材・後田製材所    

 秋山木工所ほか    

事業の概要     

今年 2 月に合併した(株)HIKARI 木材と（有）愛晋木材による第 1 回目の Aishin-Hikari 誕生祭を西垣林業

(株)名古屋市場内で開催した。今回の土佐材展販売では、高幡木材センター、西部木材センターの役物、一般材

約 80 ㎥を展示。市況の厳しい中、早くから買い方らも会場で品定めし競りに参加。単価は低調であるが中京地

区はヒノキの需要も期待できるとあって Aishin-Hikari では、今後も土佐材の認知向上や販路拡大を図るため、

流通の促進にも力を入れてほしいとの要望もあった。 

ちなみに昨年度の西垣林業、市売での平均単価は 8 万４千円     
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❸  令和元年度 第 2 回優良高知土佐材展 西垣林業（株） 名古屋市場   

          

日時  ： 令和元年 7 月 17 日(水）    

    

場所  ： 愛知県名古屋市瑞穂区桃園町 3 番 23 号     

 西垣林業(株)名古屋市場    

浜問屋 : （株）ナゴヤ辻文 来客数 : 約 50 人   

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の概要     

中京地区で昨年度販売拡大拠点となった西垣林業(株)名古屋市場で第 2 回の優良高知土佐材展を開催した。今

年は、前週に浜問屋単独土佐材展が開催されたため、客足もやや少なかった。そのため、浜問屋 1 社のみとなっ

たが、市場さん、各浜問屋さんにも非常に販売努力をして頂き、1 社としては、高い売上げとなり、土佐材 PR に

はなったと思われる。 

製品は完売したが、単価は低調であった。中京地区はヒノキの需要が期待できるところで、需要先のニーズにあ

ったきめ細かい製品販売に努力しながら土佐材の認知向上や販路拡大を続けていきたい。  

 

（事業実績） 出荷量：一般材・役物 約 130 ㎥ 販売量：約 130 ㎥ 売 上： 約 970 万円  

 

 

株式会社山西（土佐材展示会場にて） 
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（SCM）推進フォーラムへの 

参加募集・登録について 

 

 

当協会では、林野庁の補助事業の採択を頂き、効率的なサプライチェーン構築のための 

構想策定や川上・川中・川下の事業者の需給マッチングを推進ことに取り組むこととなり 

ました。 

 

高知県 SCM 推進フォーラムを設置するため、県内事業体の皆様に広くご案内し、下記の 

内容で第 1 回情報交換会を開催しますので、積極的なご参加をお願い申し上げます。 

 

本事業を取り組むに当たって、合わせて県内の川上・川中・川下の事業者の皆様の参加募集・ 

登録を行いたいと思います。 

 

記 

 

【第 1 回情報交換会】 

日時：令和元年 8 月 6 日（火） 13：30～16：30 

場所：サンピアセリーズ （高知市高須砂地 155 ☎088-866-7000）3F マリン（会議室） 

 

 

 

【内容】 

◆ 効率的サプライチェーン構築事業について 

◆ 情報提供 非住宅建築物における木材調達の課題（仮題） 

（株）竹中工務店 木造・木質建築推進本部長 松崎裕之 

◆ 意見交換 
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住宅着工情報 全国住宅着工戸数
令和元年５月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比

北海道 2,979 -9.2 1,221 22.2 1,504 -23.3 21 -12.5 233 -21.5 40 -69.2 193 15.6

青森 514 -10.8 379 4.7 87 -41.6 0 -100.0 48 -25.0 0 0.0 48 -25.0

岩手 694 1.3 446 10.9 194 -20.8 1     -   53 39.5 0 0.0 53 39.5

宮城 1,395 -22.4 558 10.9 548 -31.7 1 -50.0 288 -41.2 5 -98.0 283 16.9

秋田 373 -15.8 290 -5.8 58 -42.0 0 -100.0 25 -26.5 0 0.0 25 -26.5

山形 555 28.2 254 6.3 246 70.8 3 -25.0 52 13.0 0 0.0 52 15.6

福島 600 -18.9 370 -13.3 132 -17.5 1 0.0 97 -36.2 1 -97.7 73 -32.4

茨城 1,430 -14.1 826 3.9 346 -35.0 4 -69.2 254 -21.8 0 0.0 254 -21.8

栃木 836 -18.2 529 -2.6 148 -31.8 3 -85.0 156 -35.5 0 0.0 156 -35.5

群馬 1,038 -0.5 558 13.9 248 -23.7 2     -   230 0.9 0 0.0 230 0.9

埼玉 4,301 -10.2 1,241 -1.0 1,174 -40.8 22 83.3 1,864 21.0 697 99.7 1,167 -1.9

千葉 2,556 -23.3 813 1.9 751 -39.7 9 -95.6 983 -9.4 212 -20.0 761 -6.3

東京 10,340 -21.5 1,304 -3.8 4,446 -30.2 55 -89.2 4,535 -8.2 2,800 -10.4 1,677 -4.7

神奈川 6,740 27.7 1,193 12.2 2,230 26.5 58     -   3,259 32.9 1,678 58.5 1,552 17.0

新潟 1,112 27.8 704 11.4 284 80.9 3 50.0 121 53.2 56     -   65 -17.7

富山 549 0.9 333 7.1 161 -11.5 1 -85.7 54 22.7 0 0.0 54 35.0

石川 569 -8.7 324 3.5 151 -25.2 2 -95.0 92 35.3 0 0.0 92 35.3

福井 440 15.5 277 23.7 85 -33.6 1 0.0 77 175.0 39     -   38 35.7

山梨 398 29.6 261 22.5 89 43.5 0 0.0 48 50.0 0 0.0 48 50.0

長野 1,190 31.8 628 11.5 335 45.0 2 -66.7 225 118.4 131     -   94 -8.7

岐阜 876 -12.7 517 -2.5 219 -6.4 1 -66.7 139 -41.1 0 -100.0 139 -6.1

静岡 2,110 0.1 1,141 11.0 522 -26.6 10 66.7 437 20.4 145 48.0 292 10.2

愛知 7,154 18.8 2,085 26.2 2,573 14.1 1 -98.4 2,495 21.5 1,149 37.8 1,344 10.3

三重 959 32.1 485 22.8 367 69.9 1 -87.5 106 -0.9 0 -100.0 106 34.2

滋賀 640 -12.8 381 -8.9 149 -24.7 1     -   109 -7.6 0 0.0 109 -7.6

京都 1,130 -34.5 396 14.5 329 -57.6 13 -89.3 392 -18.5 162 -36.5 230 1.8

大阪 5,721 -31.0 961 11.7 2,825 -2.1 53 2,550.0 1,882 -58.6 1,006 -72.2 861 -6.3

兵庫 1,881 -22.9 739 -3.0 681 -16.6 1 -80.0 460 -46.3 109 -72.4 351 -23.9

奈良 514 -2.8 241 -2.8 127 5.8 1     -   145 -9.9 0 0.0 145 -9.9

和歌山 367 -12.8 187 -27.2 133 24.3 0 0.0 47 -17.5 0 0.0 47 -17.5

鳥取 212 -1.4 141 -6.0 55 3.8 2     -   14 16.7 0 0.0 14 16.7

島根 324 37.3 164 51.9 133 9.9 0 -100.0 27 575.0 0 0.0 27 575.0

岡山 794 -19.0 481 30.4 225 -35.0 2 -86.7 86 -65.6 0 -100.0 86 -13.1

広島 1,266 -15.8 452 5.4 391 -28.0 9 -88.5 414 -8.6 157 -30.5 257 13.2

山口 390 -17.7 195 -21.1 141 13.7 1     -   53 -48.5 0 -100.0 53 -17.2

徳島 430 18.8 184 1.1 222 38.8 0 0.0 24 20.0 0 0.0 24 20.0

香川 325 -6.3 210 0.0 96 -6.8 0 0.0 19 -44.1 0 0.0 19 -44.1

愛媛 702 0.3 340 4.3 216 -20.9 0 0.0 146 44.6 105 138.6 41 -28.1

高知 257 1.2 108 -12.2 77 -28.7 0 -100.0 72 227.3 45     -   27 22.7

福岡 3,053 -7.7 826 1.0 1,519 -9.9 15 25.0 693 -12.6 270 -33.7 410 6.2

佐賀 370 1.4 194 11.5 148 -5.7 0 -100.0 28 -15.2 0 0.0 28 -15.2

長崎 534 8.5 254 -5.9 155 13.1 15 36.4 110 48.6 75 56.3 35 34.6

熊本 1,344 -9.7 503 -12.7 694 2.4 1 0.0 146 -37.3 51 -58.5 95 -13.6

大分 615 1.0 256 -6.9 189 -19.9 52 1,633.3 118 24.2 63 26.0 55 22.2

宮崎 660 45.1 306 38.5 298 45.4 1 -50.0 55 103.7 0 0.0 55 103.7

鹿児島 637 -10.9 415 17.6 130 -17.2 5 -37.5 87 -55.8 0 -100.0 87 -19.4

沖縄 707 -38.4 155 -22.5 333 -53.7 0 0.0 219 -4.4 169 17.4 47 -44.7

合　計 72,581 -8.7 24,826 6.5 26,164 -15.8 374 -68.6 21,217 -11.4 9,165 -22.7 11,899 -0.4

北海道 2,979 -9.2 1,221 22.2 1,504 -23.3 21 -12.5 233 -21.5 40 -69.2 193 15.6

東北 4,131 -11.6 2,297 2.5 1,265 -20.9 6 -33.3 563 -31.7 6 -97.9 534 0.6

関東 28,829 -8.5 7,353 3.9 9,767 -23.3 155 -79.7 11,554 5.5 5,518 15.0 5,939 -1.3

北陸 2,670 10.4 1,638 10.7 681 1.8 7 -86.0 344 57.1 95     -   249 15.8

中部 11,099 12.6 4,228 17.3 3,681 7.8 13 -83.8 3,177 15.2 1,294 23.5 1,881 9.9

近畿 10,253 -27.5 2,905 0.5 4,244 -13.5 69 -46.5 3,035 -51.2 1,277 -70.1 1,743 -10.2

中国 2,986 -12.4 1,433 10.0 945 -20.4 14 -85.4 594 -27.7 157 -62.3 437 7.6

四国 1,714 3.1 842 0.1 611 -5.1 0 -100.0 261 47.5 150 240.9 111 -16.5

九州 7,213 -2.9 2,754 2.5 3,133 -3.7 89 134.2 1,237 -14.8 459 -36.0 765 4.1

沖縄 707 -38.4 155 -22.5 333 -53.7 0 0.0 219 -4.4 169 17.4 47 -44.7

首都圏 23,937 -9.9 4,551 1.8 8,601 -24.3 144 -80.1 10,641 6.2 5,387 12.3 5,157 1.3

中部圏 11,099 12.6 4,228 17.3 3,681 7.8 13 -83.8 3,177 15.2 1,294 23.5 1,881 9.9

近畿圏 10,253 -27.5 2,905 0.5 4,244 -13.5 69 -46.5 3,035 -51.2 1,277 -70.1 1,743 -10.2

その他地域 27,292 -5.8 13,142 6.4 9,638 -15.5 148 -42.4 4,364 -11.8 1,207 -30.8 3,118 -2.6

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション
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最新プレカット導入 

高知プレカット（高知県木材商業協同組合） 

 

高知プレカット（高知県木材商業協同組合）は、国内で２台目となる最新のプレカットマシーンを一部導入し 

設備を総入れ替えした。6 月 6 日より入れ替え作業を開始、26 日にはマシーンの試運転ほか調整も終わり、現在

受注に対応している。旧設備は 14 年近く使われていた。 

旧設備と比較すると羽柄材などは倍近く生産でき、納期短縮ほか迅速で精密な仕上がりを追求しながら各受注に

対応したいとしている。 

 

✦総事業費：約 5 憶 7 千万（ソフト version アップ含め・国の補助は約 2 億５千万） 

前年度、高知プレカットでは、年間約２万２千坪（約 600 棟）を生産。機械導入後は、人件費削減ほか雇用環境

の改善も図りながら生産拡大を目指す。 

素材市場 

株式会社 ゲンボク市場 最終市売り 

株式会ゲンボク市場（尾﨑 徳七社長）は、市場敷地の団地開発に伴い 

7 月 12 日（金）を最後の市として、約 65 年間に渡った市場運営を終了した。 

 

最終の競り市となったゲンボク市場には、閉鎖を惜しむ県内外の多くの買い方が競りに参加。 

ほぼ全量完売し、9 月の移転時期までには、資材を含む設備等を処分し搬出作業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

（株式会社 ゲンボク市場） 

当社は、昭和 28 年 12 月より操業を始め、そこから移転拡張を何度か行い、現在の場所に落ち着きました。 

創業から約 65 年という本当に長い期間、素材市場として活動してまいりました。 

しかし、近年の木材流通の変化もあり、現在の状況を続ける困難であることと、県市の震災対策の産業団地開発

協力のために、この度、市場を含めた一帯の土地を売却することになりました。 

市場を残すのか、移転するのか、それとも全く別の事業をするのか非常に悩みました。（中略） 

安易に何をするか決めるよりは、時間がかかったとしても、今の木材産業に合った事業をするべきと判断し、 

一度市場運営を停止することになりました。 

この場所で行う市場は最後となりますが、案内の通り会社は解散しませんので、この木材業界でまたお世話にな

ることもあるかと思います。その時はぜひよろしくお願い致します。       尾﨑 徳七 
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✦行事予定 （令和元年８～９月） 

 

 

 

行事 

◆ 8 月 06 日（火）：サプライチェーン第 1 回情報交換会    会場（サンピアセリーズ）㏘ 1：30～4：30 

◆ 8 月 08 日（木）：全木連総務委員会（森林・林業・木材関係施業に関する説明会） 

◆ 8 月 17（土）～18 日（日）：かがわ家博（サンメッセ香川） 

◆ 8 月 24（土）～25 日（日）：スーパーよさこい （木製品展示）会場：東京（表参道） 

◆ 8 月 28 日（水）：ナイス福岡（土佐材展） 

◆ 8 月 28 日（水）：地域材の需要拡大セミナー（－大径化する資源と外構分野への利用－）会場（サンピアセリーズ） 

◆ 8 月 30 日（金）：(一社)高知県山林協会 通常総会 

◆ 9 月 04 日（水）：製材事業体・経営力向上セミナー（高知県森林組合連合会） 

◆ 9 月 05 日（木）～6 日（金）：岡山扇（竜野ナイスフェア） 

◆ 9 月 06 日（金）：ヒカリ金沢（土佐材フェア） 

◆ 9 月 12 日（木）：高知都市木造セミナー （高知会館） 

 

 

次世代へつなぐ ウッドファースト社会 を目指して 

木を育て～木に親しみ～木を活かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 高知県木材協会 

〒781-0801   高知市小倉町 2 番 8 号 

☎ 088-883-6721  fax 088-884-1697 

（写真は山西プロウッドフェアで遊ぶ子供たち 5 月 25 日・愛知県）             http://www.k-kenmoku.com 


